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人口の動き
住民基本台帳調べ　２月末現在
	 　　　（　）内は前月比
◦人口：33,017人（△42）

　　　　　　男　性　　　　　　　　女　性

　15,462人（△19）	 　17,555人（△23）

◦世帯数：13,821世帯（△10）

今号から「広報くろいし」
が月１回の発行となりまし
た。新たな表紙のロゴマー
クを作成してくれたのは、
黒石商業高等学校情報デザ
イン科の生徒たち。
作成した生徒たちへのイ
ンタビューなどを、本紙の
５ページ目で紹介します。

	 今月の１枚「マチイロ」をご利用ください！
「マチイロ」に利用登録をすると、スマートフォ
ンやタブレットで、いつでもどこでも簡単な操作で
「広報くろいし」を読むことができます。

　　　Googleplay用	 　AppStore用

目次
03	 今月のくらしの案内
04～06	 特集	広報紙・ホームページリニューアル！
07	 歯列調査を実施
08～09	 令和２年度予算・重点事業
	 令和２年第１回市議会定例会
10	 	新型コロナウイルス感染症総合対策本部

を設置
	 緊急経営支援信用保証料を補助
	 国民年金保険料は納期限までに
	 くろいし健康づくり応援教室
11～13	 市・黒石病院・清掃施設組合の人事異動
14	 	マイナポイントをもらおう
	 福祉手当が改定
	 ものがたりが生きる里「古津軽」
	 ま〜なひろば
15	 手話奉仕員養成講座受講生を募集
	 危険物取扱者試験と事前講習会を実施
	 要約筆記者養成講座を開催
	 銀河宇宙探検隊員を募集
16～18	 情報のひろば
19	 話題たくはいびん
20	 手話で話そう！
	 「小さなまちかど博物館」に行こう
21	 あずましの写真館
	 わんぱくなかよし帳
22	 おらほの文化財
	 豪日記
23	 図書コーナー
	 ヘルシーレシピ
24	 発掘！黒石力！！
	 	新黒石小学校校舎、黒石東小学校給食室

が完成！
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休 日 当 番 医
３日日 黒石あけぼの病院 ☎52－2877

４日月 佐々木内科小児科医院 ☎53－5125

５日火 ちとせクリニック ☎53－7228

６日水 健生黒石診療所 ☎53－3015

10日日 たかはし内科循環器科クリニック ☎59－2200

17日日 かきさか医院 ☎53－2255

24日日 盛耳鼻咽喉科 ☎53－1187

31日日 山谷胃腸科内科 ☎54－8370

◎�４月の「休日当番医」は、本紙3月15日号に掲
載しています。
◎�今月は「献血（全血）」を実施しません。
◎�今月の「あすなろの森」は中止になりました。

新型コロナウイルスの感染予防の
ため、「広報くろいし」に掲載してい
るイベントや講習会などが中止・延
期になる場合があります。
参加・申し込みをする際には、い
ま一度主催者にご確認ください。

5月

内 容 日 時 場所―など

暮
ら
し
の
相
談
・
そ
の
他

福 祉 月〜金曜日/９：00〜17：00 市社会福祉協議会「ふれあい相談所」☎52－9600

生 活 困 窮 月〜金曜日/８：15〜17：00 市社会福祉協議会「黒石自立相談支援窓口」☎52－
9600

家庭･婦人･母子 月〜金曜日/８：15〜17：00 福祉総務課（内線518）

後期高齢者保健 27日（月）/19：00まで 国保年金課（内線125・131）

介 護 保 険 料 27日（月）/19：00まで 介護保険課（内線612・613）

教 育 月〜金曜日/９：00〜16：00 指導課（内線525・526）

青 少 年 問 題 月〜金曜日/９：00〜16：00 市青少年相談センター（社会教育課内）（内線525・
526）

下 水 道 月・水曜日/9：30〜15：30 上下水道課（内線559）

水道料金（夜間）15日（水）・27日（月）/19：30まで 上下水道課（内線552〜524）

健 康 ６・20日（月）/10：00〜12：00 健康推進課（内線244〜247）

こ こ ろ の 健 康 16日（木）/14：00〜16：00 市産業会館4階小会議室▽健康推進課（内線246・
247）へ要事前予約

納 税（夜 間）6日（月）・15日（水）・27日（月）/19：00まで 収納課（内線141・142）

多 重 債 務
（借 金 問 題）19日（日）/9：00〜16：00

市役所１階相談室▽収納課（内線144）へ3日前までに
要事前予約

困 り ご と ６・20日（月）/9：00〜15：00
市役所１階相談室▽困りごと相談は当日、8時15分か
ら市民環境課（内線133）で電話受付▽法テラス法律
相談はテラス青森（☎050－3383－5552）へ要事前
予約

法 テ ラ ス 法 律 22日（水）/９：30〜12：00

人 権 15日（水）/10：00〜15：00

行 政 16日（木）/10：00〜12：00

土地家屋調査士 ８日（水）/13：00〜16：00

消 費 者
火〜日曜日/８：30〜17：00 弘前市市民生活センター（弘前圏域消費生活相談窓口）

☎34－3179
月〜金曜日/9：00〜17：00 市民環境課（内線133）

いま一度ご確認を

暮らしの案内
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昭
和
30
年
に
創
刊
し
た
「
広

報
く
ろ
い
し
」
は
、
こ
れ
ま
で

数
々
の
歴
史
を
積
み
重
ね
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
提
供
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
昭
和
か
ら
平

成
、
そ
し
て
令
和
の
時
代
も
市

民
と
行
政
を
つ
な
い
で
き
た
広

報
紙
。
今
号
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
新
た
な
「
広
報
く
ろ
い

し
」
で
、
皆
さ
ん
に
情
報
を
お

届
け
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
10
年
に
開
設
し
て
情
報

発
信
を
し
て
き
た
本
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
、
閲
覧
者
が
情
報

を
探
し
や
す
い
よ
う
に
、
同
じ

く
４
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま

す
。今

号
で
は
、
本
市
の
情
報
発

信
ツ
ー
ル
で
あ
る
広
報
紙
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
後
の
詳
し
い
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

 特集
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新
た
な
表
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

作
成
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
の
は
、

黒
石
商
業
高
等
学
校
情
報
デ
ザ

イ
ン
科
の
小
野
真
之
介
さ
ん
と

幸
山
朝
美
さ
ん
、
今
井
実
久
さ

ん
、
三
﨑
そ
よ
栞
さ
ん
の
４
人

で
す
。

デ
ザ
イ
ン
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
全
部
で
60
点
以
上
。
こ
の
中

か
ら
一
つ
を
選
ぶ
の
は
も
っ
た

い
な
い
と
思
う
ほ
ど
、
素
晴
ら

し
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

こ
こ
が
変
わ
っ
た「
広
報
く
ろ
い
し
」
表
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は

黒
石
商
業
の
生
徒
た
ち
が
作
成

楽 し み な が ら 作 り ま し た

４人が作ったたくさんのアイディア

○昭和30年７月１日
　	「市報くろいし」とし
て創刊

○昭和50年10月１日
　	紙名を「広報くろい
し」に変更

○昭和52年４月１日
　	月１回から月２回の発
行に増刊

○昭和63年４月15日
　	タブロイド版からＡ４
版に変更

○平成６年６月15日
　	黒１色から、一部カ
ラー２色印刷へ変更

○平成10年４月１日
　	市ホームページ開設に
伴い、インターネット
でも広報が閲覧可能に

○令和２年４月１日
　	月２回から月１回の発
行に変更し、通年でカ
ラーページを導入

広 報 く ろ い し の 歩 み

ロゴマークの作成は放課後の時間を利用
したり、家に帰ってから考えたりするなど、
大変なこともありましたが、楽しみながら作
ることができたと思います。今後、自分たち
が考えたロゴマークが広報紙に使われると
思うと、うれしい気持ちでいっぱいです。

Special topics
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新
し
く
で
き
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
体
裁
が
整
っ
て
い
て
、

統
一
感
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
情
報

が
整
理
さ
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
何

か
疑
問
な
点
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
調
べ
て
ほ
し
い
で
す
。

親
し
み
の
持
て
る
、
黒
石
ら

し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た

特集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
黒
石
を
紹
介
す
る
と
き

に
、
ぜ
ひ
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
黒
石
の
紹
介
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
業
務
）	

秋
葉
真
彦
さ
ん

バナー広告を募集しています
市は、ホームページへ掲載するバナー広告を次

のとおり募集しています。詳しくは、お問い合わ
せください。

　申請から掲載までの流れ
①申込書を市へ提出（申請者→市）
②広告掲載決定通知書を送付（市→申請者）
③広告掲載料を納付（申請者→市）
④ホームページに広告を掲載（市→申請者）

※	市広報情報システム課広報情報システム係☎52
－2111内線544

１ 枠 縦60ピクセル×横150ピクセル
形 式 GIF、JPEG、PNG
容 量 １枠につき10KB以下
掲載料 １枠月額5,000円

新
た
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、「
わ
か
る
」、「
か
ん
た
ん
」、「
あ
ん
し

ん
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
、
歴
史
的
な
印
象
が
あ
り
つ
つ
、
現
代
的
な

便
利
さ
を
感
じ
さ
せ
る
サ
イ
ト
に
な
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

多言語に対応

探したい情報を一発で検索
パソコンにもスマート
フォンにも対応したレ
スポンシブデザイン

ジャンルごとに
情報を探せる
メニューを掲載

文字の大きさや背景色が変更でき、
誰もが見やすい仕様に

季節に合わせた写真を使用
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弘前大学COI（センターオブイノベーション）とライオン株式会社は、市教育委
員会、南黒歯科医師会、県歯科衛生士会の協力のもと、2019年に市内小学校の高
学年児童を対象に、３年にわたる歯列調査をスタートしました。
この調査は、歯並びなどに影響を与える生活習慣を明らかにし、子供の口の健康の
向上を図る生活習慣の改善と、新しい保健指導を行うことが目的です。
今回は、1年目の調査から分かったことの一部を紹介します。

今回の調査結果から…
近年、歯や口の健康は、認知症や全身の健康と関係が深いことが報告され、

口の中の健康は重要だということが分かってきました。
今回の調査から、歯の生え変わり時期である小学3・4年生の口のケアが鍵と

なる可能性が見えてきました。毎日のケアと歯科医師によるケアで、まずは虫
歯にならないことを目標に、健康な口を目指しましょう！
この歯列調査は今年度にも実施し、毎日の生活が歯並びに影響しているのか

を調べていきます。
昨年度は参加しなかった人も、今年度から自分の口の状態を調べるために参

加してみませんか？

虫歯・歯並びの状況
学校歯科保健統計に

よると、虫歯の本数を表
すDMF歯数は減少傾向
を示し、改善されている
ことが分かります。
調査を受けた児童の

データから、虫歯のある
児童の割合をまとめまし
た。全国・県では、小学
４年生から６年生へと
虫歯がある児童の割合
は減っていますが、本市
は減っていません。
この結果、新しく生え変わった柔らかい永久歯

が虫歯になっていることが考えられます。乳歯か
ら永久歯に生え変わる時期には虫歯になりやすい
ので、効果的なケアを心がけましょう。
歯並びの調査では、参加したほとんどの児童に

問題はありませんでした。この時期は、あごが成長
し歯並びも変化するので、注目してみてください。

本市の取り組み・成果
本市は、乳幼児健

診の歯磨き指導や「黒
石りんごまつり」で
の「健口」児童の表
彰など、口

こうくう

腔保健指
導や啓発活動をさま
ざまな場所で行って
きました。
３歳児一人当たりの虫歯の本数は、以前は全国

と比較すると大きな差がありましたが、最新の結
果では、全国平均に近づいています。
市内全小学校でも、昼食後の歯磨きや日常の歯

磨き指導を丁寧に実施し、保護者への啓発なども
積極的に行っています。歯科検診の結果、虫歯が
ある児童には、歯科受診し治療することを勧めて
います。
5年生を対象に毎年行われている「全国小学生
歯みがき大会」では、県内では唯一、本市の市内
全小学校が参加し、口の健康への取り組みを続け
ています。

全国黒石市

30年29年28年27年26年

３歳児一人当たりのう歯保有数

（弘前大学COI特任教授　中路重之氏）

H26 H27 H28 H29 H30

2.13 1.84 1.59 1.92 1.76

0

20

40

60

80
6年生5年生4年生

青森県全国黒石市

虫歯がある児童の割合

市小学６年生のDMF歯数（本）

小学校高学年が対象！歯列調査を実施

City topics
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本
市
の
令
和
２
年
度
予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
１
６
４
億
６
７

０
０
万
円
、
企
業
会
計
が
80
億
８
４
７
７
万
３
千
円
、
特
別
会
計

が
82
億
５
７
７
０
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
会
計
の
予
算

総
額
は
３
２
８
億
９
４
８
万
２
千
円
で
、
前
年
度
当
初
比
４
・
０

㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

今
号
で
は
、「
第
６
次
市
総
合
計
画
」
で
掲
げ
る
３
つ
の
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
「
自
立
し
た
ま
ち
・
元
気
な
ま
ち
・
安
心
な
ま
ち
」

に
基
づ
く
事
業
の
う
ち
、
重
点
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

会 計 名 令和２年度
当初予算額

対 前 年 度
増 減 額

対 前 年 度
増減率（％）

一般会計 164億6,700 △16億7,200 △9.2

企
業
会
計

黒石病院事業 54億4,127 8,138 1.5
水道事業 12億4,153 1億8,088 17.1
下水道事業 14億197 4,730 3.5
　計 80億8,477 3億956 4.0

特
別
会
計

国民健康保険 41億7,784 △4,848 △1.1
後期高齢者医療 4億1,333 6,958 20.2
姥懐霊園墓地 882 △140 △13.7
介護保険 35億2,486 △2,842 △0.8
簡易水道 0 △3,273 △100.0
温泉供給事業 5,705 2,440 74.7
農業集落排水事業 2,367 △14 △0.6
土地取得 5,214 △19 △0.4
　計 82億5,771 △1,738 △0.2

合計 328億948 △13億7,982 △4.0

■令和２年度会計別当初予算 （単位：万円）

◎令和２年度の水道事業会計予算には簡易水道事業分を含む。

令
和
２
年
度
予
算　
全
会
計
の
総
額
は
３
２
８
億
円

自
立
し
た
ま
ち
・
元
気
な
ま
ち
・
安
心
な
ま
ち
の
実
現
へ
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○黒石市立図書館整備事業	 5,403万9千円
○空き家利活用事業	 347万7千円
○農業・農村体験事業「ワーホリ黒石」
	 119万4千円
○黒石温泉郷誘客促進事業	 1,499万9千円
○インバウンド観光推進事業	 894万4千円
○観光客まちあるき満足度向上環境整備事業
	 104万7千円
３．安心なまち
○子どもの居場所づくり整備事業
	 373万6千円
○養育支援訪問事業	 125万7千円
○算数・数学「ＵＰる」先生事業	 823万2千円
○やる気「ＵＰる」塾事業	 48万6千円
○魅力ある子ども会の体制づくり事業	 53万円
○未来を担うリーダー養成研修会事業
	 112万4千円
○高齢者地域見守り事業	 379万8千円
○地域介護予防活動支援事業	 112万円
○国民健康保険脳ドック検診費用助成事業
	 113万8千円
○黒石都市計画道路３･４･７黒石環状線街路事業
	 1億6,091万8千円

１．自立したまち
○生ごみ処理コミュニティビジネスモデル事業
 370万6千円
○黒石市地域のくらしを守る市民活動支援事業
 150万円
○地域力（黒石力）向上事業	 44万2千円
○人材確保・就職支援事業	 41万8千円
○有機が湧く郷づくり支援事業	 48万4千円
○黒石産「ムツニシキ」パブリシティ戦略事業
	 76万6千円
○くろいし「果樹の郷」開設支援事業	 253万円
○強い農林水産業のための基盤づくり事業
	 2,348万5千円
○中心商店街空き店舗対策事業	 365万6千円
○黒石産品販路拡大支援事業	 378万4千円
○黒石ICロジスティクスクロッシング推進事業
	 4,560万7千円

２．元気なまち
○歴史的景観形成事業	 3,145万4千円
○名勝金平成園（澤成園）保存活用事業
	 925万4千円
○市民サービス施設整備事業	 7億790万6千円

令 和 ２ 年 度 重 点 事 業

令
和
２
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
は
３
月
２
日
に
開
会
し
、

会
期
を
決
定
し
た
後
、
髙
樋
市

長
が
提
案
理
由
を
説
明
し
た
他
、	

令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
を
審

議
す
る
た
め
、
予
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

９
・
10
日
に
は
市
政
に
対
す

る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
11
議

員
が
登
壇
。
市
政
に
対
す
る
理

事
者
の
考
え
を
た
だ
し
た
の
に

対
し
、
市
長
や
部
長
ら
が
答
弁

し
ま
し
た
。

12
・
16
日
の
予
算
特
別
委
員

会
で
は
、
２
年
度
の
一
般
会
計

や
特
別
会
計
等
の
各
会
計
予
算

18
件
を
審
査
。

18
日
の
本
会
議
で
は
、
市
長

提
出
の
報
告
６
件
、
議
案
42
件

と
議
員
提
出
の
議
案
１
件
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
・
報
告
・
承
認
・
同
意

し
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
。

条
例
制
定

▽
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例
▽
市
文
化
振
興
基
金
条
例

▽
名
勝
金
平
成
園
（
澤
成
園
）

条
例
―
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

◎
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
…
訴
訟
対
応
業

務
委
託
料
に
１
２
０
万
７
千
円

を
追
加
し
、
減
債
基
金
積
立
金

を
同
額
減
額
。

◎
同
（
第
５
号
）
…
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
７
９
４
万

２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
１
８
７
億
２
９
５
３
万
８

千
円
に
。

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
に
水
上
慶
吾

氏
（
下
山
形
町
・
65
歳
）、
廣
瀬

弘
美
氏
（
三
島
２
・
72
歳
）、
齋

藤
有
氏
（
寿
町
・
60
歳
）、
鈴
木

美
香
氏
（
派
村
・
54
歳
）
を
そ

れ
ぞ
れ
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
４
月

か
ら
１
年
間
、
議
員
報
酬
月
額

を
５
㌫
減
額
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

新
年
度
予
算
な
ど
を
可
決
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市
は
、
３
月
13
日
に
、
髙
樋

市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
黒
石

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
総
合
対
策
本
部
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

対
策
本
部
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▽	

住
民
に
対
す
る
感
染
予
防
と

ま
ん
延
防
止

令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
万
６
５
４
０

円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
納
付
の
他
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
で
納
付
で
き
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
、
失
業
し
た

市
は
、
く
ろ
い
し
健
康
づ
く

り
応
援
教
室
を
次
の
と
お
り
無

料
で
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

時	

５
月
15
・
29
日
、
６
月
12
・

26
日
、
７
月
10
日
、
８
月
28

日
、
９
月
11
・
25
日
、
10
月

９
・
23
日（
い
ず
れ
も
金
曜

日
）午
後
１
〜
３
時

場	
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー

対	
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示

県
は
、
特
別
保
証
融
資
制
度

経
営
安
定
化
サ
ポ
ー
ト
資
金

「
災
害
枠
」に
、「
令
和
２
年
度
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

を
指
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
市
は
県
と
連

携
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
市
内

中
小
企
業
者
（
個
人
事
業
者
を

含
む
）
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

同
サ
ポ
ー
ト
資
金「
災
害
枠
」

▽	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
情
報
収
集
と
伝
達

▽	

庁
内
と
関
係
機
関
と
の
連
携

▽	

生
活
環
境
の
保
全
そ
の
他
市

民
生
活
と
地
域
経
済
の
安
定

の
た
め
の
措
置

※	
市
健
康
推
進
課
☎
52
－
２
１

１
１
内
線
２
４
４
〜
２
４
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

県
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

な
ど
の
理
由
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.	

nenkin.go.jp

）を
ご
ら
ん
に
な

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※	

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
１
２

０
・
１
２
２

を
受
け
て
い
な
い
市
民

定	

70
人（
新
規
申
込
者
を
優
先
）

内	

ス
ト
レ
ッ
チ
、
簡
単
な
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

申	

４
月
６
日（
月
）〜
17
日（
金
）

に
市
健
康
推
進
課
へ
申
し
込

み（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
）

※	

市
健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
２
４

６
・
２
４
７

に
よ
る
融
資
を
受
け
た
場
合
の

信
用
保
証
料
を
補
助
（
上
限
あ

り
）
し
ま
す
の
で
、
信
用
保
証

料
を
負
担
せ
ず
に
融
資
を
活
用

で
き
ま
す
。

支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
市

内
中
小
企
業
者
は
、事
前
に
希
望

す
る
金
融
機
関
お
よ
び
県
信
用

保
証
協
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

他
に
も
企
業
等
に
対
す
る
各

種
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
の

ス
感
染
症
の
特
徴
や
予
防
法
な

ど
、
一
般
的
な
相
談
を
受
け
付

け
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
（
24
時
間
対
応
）。

☎	

０
１
２
０
－
１
２
３
－
８
０
１

帰
国
者・接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

▽
風
邪
の
症
状
や
37
・
５
度

以
上
の
発
熱
が
４
日
以
上
続
い

て
い
る
▽
強
い
だ
る
さ
や
息
苦

し
さ
が
あ
る
―
な
ど
の
症
状
が

あ
る
人
は
、
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー（
弘
前
保
健
所
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）。

☎	

33
－
８
５
２
１

で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

※	

市
商
工
課
商
工
振
興
係
☎
52

－
２
１
１
１
内
線
６
４
１

中
小
企
業
へ
の
緊
急
経
営
支
援

信
用
保
証
料
を
補
助
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
を

く
ろ
い
し
健
康
づ
く
り
応
援
教
室
を
実
施

項 目 内 容
資 金 使 途 運転資金、設備資金
融資限度額 3,000万円
融 資 期 間 10年以内（うち据置期間２年以内）
融 資 利 率 0.9％

信用保証料
1,000万円まで：県と市で全額
負担
1,000万円超3000万円まで：
県が３割負担、自己負担が７割

経営安定化サポート資金「災害枠」概要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

総
合
対
策
本
部
を
設
置
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部
長
級

◎
健
康
福
祉
部
長
・
福
祉
事

務
所
長
兼
務（
国
保
年
金
課
長
）

木
村
誠
◎
農
林
部
長
・
農
業
委

員
会
事
務
局
長
併
任
（
企
画
課

長
）
中
田
憲
人
◎
議
会
事
務
局

長
（
総
務
課
長
）
成
田
浩
基

課
長
級

▽
総
務
課
長
（
財
政
課
長
）

五
戸
真
也
◎
総
務
課
参
事
・
防

災
管
理
室
長
兼
務
（
農
林
課
長

補
佐
）
三
上
英
樹
◎
総
務
課
参

事
・
課
長
補
佐
事
務
取
扱
・
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
併
任

（
秘
書
課
長
補
佐
）工
藤
孝
光
◎

市
民
環
境
課
長（
同
課
長
補
佐
）

宮
本
明
子
▽
企
画
課
長
（
税
務

課
長
）
花
田
浩
一
◎
財
政
課
長

（
同
課
長
補
佐
）工
藤
康
仁
◎
税

務
課
長
（
総
務
課
長
補
佐
）
福

士
牧
人
◎
収
納
課
長
（
同
課
長

補
佐
）
木
立
健
太
郎
◎
国
保
年

金
課
長（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

佐
藤
弘
樹
◎
生
活
福
祉
課
長

（
同
課
長
補
佐
・
査
察
指
導
員
兼

務
）
髙
樋
智
樹
▽
商
工
観
光
部

付
課
長
（
土
木
課
長
）
太
田
淳

也
▽
土
木
課
長
（
総
務
課
参

事
・
課
長
補
佐
事
務
取
扱
・
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
併

任
）
髙
橋
純
一
◎
監
査
委
員
事

務
局
長
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長

補
佐
・
文
化
財
係
長
事
務
取
扱
）

長
谷
川
こ
づ
え

課
長
補
佐
級

◎
総
務
課
長
補
佐
（
企
画
課

主
幹
・
企
画
調
整
係
長
事
務
取

扱
）
藤
本
洋
平
◎
総
務
課
長
補

佐
・
行
政
総
務
係
長
事
務
取
扱

（
同
課
主
幹
・
行
政
総
務
係
長
事

務
取
扱
）
中
辻
淳
▽
総
務
課
付

課
長
補
佐
（
上
下
水
道
課
長
補

佐
）
佐
々
木
聖
人
◎
財
政
課
長

補
佐
・
財
政
係
長
事
務
取
扱（
同

課
主
幹
・
財
政
係
長
事
務
取
扱
）

神
健
◎
収
納
課
長
補
佐
（
学
校

教
育
課
主
幹
・
総
務
係
長
事
務

取
扱
）
福
原
真
由
美
◎
黒
石
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
・
高
齢
者
福
祉
係
長
事
務

取
扱
（
同
セ
ン
タ
ー
主
幹
・
高

齢
者
福
祉
係
長
事
務
取
扱
）
佐

藤
千
枝
子
▽
生
活
福
祉
課
長
補

佐
（
税
務
課
長
補
佐
）
佐
山
滝

子
◎
農
林
課
長
補
佐
（
同
課
主

幹
・
り
ん
ご
農
産
係
長
事
務
取

扱
）
森
山
学
▽
都
市
建
築
課
長

補
佐
・
都
市
計
画
係
長
事
務
取

扱
（
秘
書
課
付
課
長
補
佐
）
工

藤
正
彦
▽
上
下
水
道
課
長
補

佐
・
施
設
係
長
事
務
取
扱
（
都

市
建
築
課
長
補
佐
）
北
山
博
紀

▽
会
計
課
長
補
佐
（
黒
石
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
補

佐
）
松
井
仁
▽
農
業
委
員
会
事

務
局
長
補
佐
（
同
委
員
会
事
務

局
長
補
佐
・
農
政
係
長
事
務
取

扱
）
大
溝
恵
水
◎
学
校
教
育
課

長
補
佐
（
都
市
建
築
課
主
幹
・

都
市
計
画
係
長
事
務
取
扱
）
乕

谷
和
哉
◎
社
会
教
育
課
長
補
佐

（
同
課
主
幹
・
社
会
教
育
係
長
事

務
取
扱
）
池
田
守
臣
▽
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
長
補
佐
（
社
会
教
育

課
長
補
佐
）
佐
々
木
幸
春

主
幹
級

▽
市
民
環
境
課
主
幹
・
交
通

生
活
係
長
事
務
取
扱
（
都
市
建

築
課
主
幹
・
住
宅
係
長
事
務
取

扱
）
大
野
隆
◎
税
務
課
主
幹
・

固
定
資
産
税
係
長
事
務
取
扱

（
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係
長
）

長
谷
川
勢
津
子
▽
収
納
課
主

幹
・
納
税
管
理
係
長
事
務
取
扱

（
市
民
環
境
課
主
幹
・
交
通
生
活

係
長
事
務
取
扱
）
三
上
徳
仁
▽

国
保
年
金
課
主
幹
・
国
保
給
付

係
長
事
務
取
扱
（
同
課
主
幹
・

国
民
年
金
係
長
事
務
取
扱
）
今

正
樹
▽
国
保
年
金
課
主
幹
・
国

民
年
金
係
長
事
務
取
扱
（
収
納

課
主
幹
・
納
税
管
理
係
長
事
務

取
扱
）
今
井
里
佳
◎
福
祉
総
務

課
主
幹
・
福
祉
総
務
係
長
事
務

取
扱（
農
林
課
農
地
林
務
係
長
）

石
澤
勝
利
▽
生
活
福
祉
課
主

幹
・
保
護
係
長
事
務
取
扱
・
査

察
指
導
員
兼
務
（
黒
石
病
院
事

市
や
黒
石
病
院
、
黒
石
清
掃
施
設
組
合
は
、
４
月
１
日
付
で
人

事
異
動
を
発
令
（
◎
が
昇
任
、
か
っ
こ
内
は
旧
職
）。
第
６
次
黒
石

市
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
限
ら
れ

た
人
員
を
有
効
的
に
配
置
し
ま
し
た
。

主
な
機
構
改
革
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
防
災

業
務
と
消
防
団
業
務
を
統
括
的
に
管
理
す
る
防
災
対
策
室
を
総
務

課
内
に
設
置
す
る
な
ど
、
組
織
の
再
編
を
図
り
ま
し
た
。

市
・
黒
石
病
院
・
清
掃
施
設
組
合
の
人
事
異
動

木村誠健康福祉部長

中田憲人農林部長

成田浩基議会事務局長

City topics
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務
局
主
幹
・
総
務
人
事
係
長
事

務
取
扱
）
津
川
大
志
◎
農
林
課

主
幹
（
同
課
六
次
産
業
化
推
進

係
長
）
盛
直
人
◎
商
工
課
主

幹
・
商
工
振
興
係
長
事
務
取
扱

（
生
活
福
祉
課
保
護
係
長
）大
森

恵
子
◎
観
光
課
主
幹
・
ま
ち
そ

だ
て
推
進
係
長
事
務
取
扱
（
同

課
ま
ち
そ
だ
て
推
進
係
長
）
村

上
伸
江
◎
農
業
委
員
会
事
務
局

主
幹
・
農
政
係
長
事
務
取
扱（
指

導
課
主
査
・
教
育
研
究
所
主
査

兼
務
）
小
田
桐
聡
子
▽
社
会
教

育
課
主
幹
・
社
会
教
育
係
長
事

務
取
扱
（
税
務
課
主
幹
・
固
定

資
産
税
係
長
事
務
取
扱
）
中
西

暁
◎
社
会
教
育
課
主
幹
・
地
域

支
援
係
長
事
務
取
扱
・
主
任
社

会
教
育
主
事
兼
務
（
同
課
地
域

支
援
係
長
・
主
任
社
会
教
育
主

事
兼
務
）
村
上
直
嗣

係
長
級

▽
総
務
課
職
員
係
長
（
秘
書

課
職
員
係
長
）
押
切
紗
矢
佳
▽

総
務
課
防
災
管
理
室
防
災
管
理

係
長
（
同
課
消
防
団
係
長
）
工

藤
秀
貴
◎
総
務
課
主
査
（
同
課

主
任
主
事
・
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
主
任
主
事
併
任
）
齋
藤

秀
平
▽
総
務
課
付
主
査
（
秘
書

課
付
主
査
）
山
本
太
郎
▽
総
務

課
付
主
査
（
秘
書
課
付
主
査
）

工
藤
裕
樹
▽
企
画
課
企
画
調
整

係
長
（
同
課
市
民
参
画
交
流
係

長
）
村
上
和
徳
▽
企
画
課
市
民

参
画
交
流
係
長
（
健
康
推
進
課

主
査
）
成
田
紫
◎
企
画
課
主
査

（
同
課
主
任
主
事
）佐
々
木
馨
子

◎
財
政
課
主
査
（
企
画
課
主
任

主
事
）
今
敏
光
▽
健
康
推
進
課

主
査
・
主
幹
保
健
師
兼
務
（
同

課
主
査
・
主
任
保
健
師
兼
務
）

鳴
海
由
美
子
▽
介
護
保
険
課
介

護
保
険
係
長
（
国
保
年
金
課
国

保
給
付
係
長
）
池
田
美
奈
子
◎

生
活
福
祉
課
主
査
・
主
任
社
会

福
祉
主
事
兼
務
（
同
課
主
任
社

会
福
祉
主
事
）
下
山
健
一
▽
農

林
課
六
次
産
業
化
推
進
係
長

（
同
課
主
査
）村
元
和
香
子
▽
農

林
課
り
ん
ご
農
産
係
長
（
議
会

事
務
局
議
事
係
長
）
佐
藤
宏
亮

▽
農
林
課
農
地
林
務
係
長
・
主

任
技
師
兼
務
（
上
下
水
道
課
施

設
係
長
・
主
任
技
師
兼
務
）
野

呂
健
司
◎
農
林
課
主
査
（
同
課

主
任
主
事
）
佐
藤
優
奈
▽
都
市

建
築
課
住
宅
係
長（
同
課
主
査
）

土
岐
麻
実
▽
上
下
水
道
課
主
査

（
土
木
課
主
査
）森
奈
菜
子
▽
議

会
事
務
局
議
事
係
長
（
市
民
環

境
課
主
査
）
佐
々
木
敬
子
▽
農

業
委
員
会
事
務
局
主
査
（
秘
書

課
主
査
）
櫻
田
一
久
▽
学
校
教

育
課
総
務
係
長（
総
務
課
主
査
）

福
島
梢
▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文

化
財
係
長
（
商
工
課
商
工
振
興

係
長
）
松
山
恭
佑

主
任
主
事
級

▽
総
務
課
主
任
主
事
（
秘
書

課
付
主
任
主
事
）
相
馬
沙
紀
◎

総
務
課
主
任
主
事
（
広
報
情
報

シ
ス
テ
ム
課
主
事
）
髙
森
浩
平

▽
総
務
課
防
災
管
理
室
主
任
主

事
（
同
課
主
任
主
事
）
八
戸
一

仁
▽
総
務
課
付
主
任
主
事
（
黒

石
病
院
事
務
局
主
任
主
事
）
成

田
航
▽
総
務
課
付
主
任
主
事

（
秘
書
課
付
主
任
主
事
）長
崎
侑

規
▽
総
務
課
付
主
任
主
事
（
秘

書
課
付
主
任
主
事
）
鈴
木
崇
幸

▽
総
務
課
付
主
任
主
事
（
市
民

環
境
課
主
任
主
事
）
中
田
和
道

◎
秘
書
課
主
任
主
事
（
同
課
主

事
）
櫛
引
亮
兵
▽
市
民
環
境
課

主
任
主
事
（
農
業
委
員
会
事
務

局
主
任
主
事
）
山
口
み
な
み
▽

市
民
環
境
課
主
任
技
師
（
商
工

課
主
任
技
師
）
原
田
和
也
▽
企

画
課
主
任
主
事
（
上
下
水
道
課

主
任
主
事
）
齋
藤
伸
恵
◎
財
政

課
主
任
主
事
（
同
課
主
事
）
佐

藤
祐
悦
◎
収
納
課
主
任
主
事

（
同
課
主
事
）柴
田
和
也
▽
収
納

課
主
任
主
事
（
介
護
保
険
課
主

任
主
事
）
岡
崎
健
太
郎
◎
健
康

推
進
課
主
任
保
健
師
（
同
課
保

健
師
）
須
藤
圭
吾
▽
黒
石
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
保

健
師
（
健
康
推
進
課
主
任
保
健

師
）
西
澤
友
英
◎
生
活
福
祉
課

主
任
社
会
福
祉
主
事
（
同
課
社

会
福
祉
主
事
）
石
田
達
哉
◎
生

活
福
祉
課
主
任
社
会
福
祉
主
事

（
同
課
社
会
福
祉
主
事
）宇
野
修

平
▽
生
活
福
祉
課
主
任
主
事

（
農
林
課
主
任
主
事
）鳴
海
圭
介

▽
土
木
課
主
任
技
師
（
上
下
水

道
課
主
任
技
師
）
横
山
達
見
◎

都
市
建
築
課
主
任
技
師
（
同
課

技
師
）
橘
瑛
子
▽
上
下
水
道
課

主
任
主
事（
総
務
課
主
任
主
事
）

稲
場
和
香
子
▽
上
下
水
道
課
主

任
技
師
（
土
木
課
主
任
技
師
）

小
山
内
昌
祐
◎
上
下
水
道
課
主

任
技
師
（
同
課
技
師
）
森
山
裕

華
子
▽
学
校
教
育
課
主
任
主
事

（
収
納
課
主
任
主
事
）工
藤
樹
王

▽
社
会
教
育
課
主
任
主
事
（
市

民
環
境
課
主
任
主
事
）
齋
藤
充

◎
社
会
教
育
課
主
任
主
事
（
同

課
主
事
）
須
藤
美
和
子
◎
社
会

教
育
課
主
任
主
事（
同
課
主
事
）

大
瀬
公
正

主
事
級

▽
総
務
課
主
事
（
秘
書
課
主

事
）
佐
藤
安
里
紗
▽
総
務
課
主

事
（
秘
書
課
主
事
）
石
澤
和
▽

総
務
課
主
事
（
収
納
課
主
事
）

一
戸
保
菜
美
▽
総
務
課
主
事

（
学
校
教
育
課
主
事
）毛
利
瑛
香

▽
総
務
課
防
災
管
理
室
主
事

（
同
課
主
事
）
境
崇
嗣
▽
企
画	

課
主
事
（
社
会
教
育
課
主
事
）

竹
内
祐
貴
▽
税
務
課
主
事
（
介

護
保
険
課
主
事
）
齋
藤
裕
美
▽

税
務
課
主
事
（
上
下
水
道
課
主

事
）
今
裕
佳
▽
福
祉
総
務
課
主

事
（
生
活
福
祉
課
社
会
福
祉
主

事
）
工
藤
周
大
▽
福
祉
総
務
課

主
事
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主

事
）
木
立
雅
人
▽
介
護
保
険
課

主
事
（
農
林
課
主
事
）
葛
西
慶

次
郎
▽
都
市
建
築
課
主
事
（
収

納
課
主
事
）
坂
本
雄
一
朗
▽
学

校
教
育
課
主
事（
観
光
課
主
事
）

後
藤
琢
真
▽
指
導
課
主
事
・
教

育
研
究
所
主
事
兼
務
（
総
務
課

主
事
）
髙
橋
光
▽
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
技
師
（
秘
書
課
技
師
）
永

井
隆
史

主
幹
技
能
主
事
級

▽
黒
石
小
学
校
主
幹
技
能
主

事
（
中
郷
小
学
校
主
幹
技
能
主

事
）
福
坂
進
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副
主
任
技
能
主
事
級

▽
都
市
建
築
課
副
主
任
技
能

技
師
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
主
任

主
事
）
今
英
樹

新
採
用

▽
教
育
委
員
会
理
事
・
指
導

課
長
事
務
取
扱
・
教
育
研
究
所

長
兼
務
・
相
馬
保
▽
指
導
課
指

導
主
事
・
教
育
研
究
所
指
導
主

事
兼
務
・
藤
田
裕
士
▽
指
導
課

指
導
主
事
・
教
育
研
究
所
指
導

主
事
兼
務
・
對
馬
弘
樹
▽
市
民

環
境
課
主
事
補
・
三
浦
姫
来
▽

税
務
課
主
事
補
・
長
尾
優
花
▽

収
納
課
主
事
補
・
福
士
祥
太
▽

健
康
推
進
課
保
健
師
・
山
田
芙

稀
▽
黒
石
市
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
助
産
師
・
佐
田

ゆ
か
り
▽
農
林
課
主
事
補
・
工

藤
幸
太
郎
▽
商
工
課
主
事
補
・

斎
藤
琢
海
▽
観
光
課
主
事
補
・

福
井
陽
葉
▽
土
木
課
技
師
補
・

三
浦
優
太

退
職▽

青
木
金
光
（
健
康
福
祉
部

長
・
福
祉
事
務
所
長
兼
務
）
▽

髙
谷
倉
英
（
農
林
部
長
・
農
業

委
員
会
事
務
局
長
併
任
）
▽
幾

田
良
一
（
議
会
事
務
局
長
）
▽

阿
部
誠
（
教
育
委
員
会
理
事
・

指
導
課
長
事
務
取
扱
・
教
育
研

究
所
長
兼
務
）
▽
舘
山
江
（
市

民
環
境
課
長
）▽
佐
藤
久
則（
収

納
課
長
）
▽
工
藤
隆
彦
（
生
活

福
祉
課
長
）
▽
山
谷
博
文
（
監

査
委
員
事
務
局
長
）
▽
小
山
内

知
子
（
会
計
課
長
補
佐
）
▽
境

義
一
（
指
導
課
指
導
主
事
・
教

育
研
究
所
指
導
主
事
兼
務
）
▽

小
山
内
徹
（
指
導
課
指
導
主

事
・
教
育
研
究
所
指
導
主
事
兼

務
）
▽
池
内
昭
子
（
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
主
査
）
▽
工
藤
の
り
子

（
福
祉
総
務
課
福
祉
総
務
係
長
）

▽
工
藤
真
由
美
（
国
保
年
金
課

主
査
）
▽
對
馬
里
菜
（
企
画
課

主
事
）
▽
大
山
由
貴
（
福
祉
総

務
課
主
事
）
▽
工
藤
達
哉
（
福

祉
総
務
課
主
事
）
▽
平
野
秀
教

（
都
市
建
築
課
主
幹
技
能
技
師
）

▽
岡
崎
誠
一
（
都
市
建
築
課
主

幹
技
能
技
師
）

国
民
健
康
保
険

黒

石

病

院

課
長
級

◎
臨
床
検
査
科
技
師
長
（
同

科
技
師
長
補
佐
）
細
川
和
子

課
長
補
佐
級

◎
臨
床
検
査
科
技
師
長
補
佐

（
主
任
臨
床
検
査
技
師
）山
本
磨

知
子

主
幹
級

◎
事
務
局
主
幹
・
企
画
経
営

係
長
事
務
取
扱
（
同
局
企
画
経

営
係
長
）
佐
久
間
涼

係
長
級

◎
主
任
臨
床
検
査
技
師
（
臨

床
検
査
技
師
）
兵
庫
貴
子
▽
事

務
局
総
務
人
事
係
長
（
同
局
主

査
）
福
士
陽
子
▽
事
務
局
主
査

（
市
税
務
課
主
査
）
那
須
睦
暢

主
事
級

▽
事
務
局
主
事
（
市
税
務
課

主
事
）
幸
村
優
佳

新
採
用

▽
外
科
医
長
・
須
藤
亜
希
子

▽
整
形
外
科
医
長
・
福
德
達
宏

▽
内
科
医
師
・
工
藤
沙
映
▽
看

護
師
・
町
田
幸
▽
看
護
師
助

手
・
石
沢
菜
々
子
▽
看
護
師
助

手
・
中
田
紘
平
▽
看
護
師
助

手
・
田
澤
柚
香
▽
社
会
福
祉
士

助
手
・
大
里
真
友
子
▽
社
会
福

祉
士
助
手
・
葛
西
聖
季

退
職▽

小
笠
原
紘
志（
外
科
部
長
）

▽
宇
野
善
成
（
臨
床
検
査
科
技

師
長
）
▽
大
石
和
生
（
整
形
外

科
医
長
）
▽
須
々
田
房
男
（
臨

床
検
査
科
技
師
長
補
佐
）
▽
牧

田
真
理
子（
助
産
師
兼
看
護
師
）

▽
葛
西
梨
香
子
（
看
護
師
）
▽

工
藤
拓
磨
（
看
護
師
）
▽
長
内

里
道
（
看
護
師
）

黒

石

地

区

清
掃
施
設
組
合

課
長
補
佐
級

▽
ご
み
処
理
施
設
場
長
補

佐
・
埋
立
処
理
係
長
事
務
取
扱

（
ご
み
処
理
施
設
場
長
補
佐
）山

谷
力

主
幹
級

◎
ご
み
処
理
施
設
主
幹
・
管

理
係
長
事
務
取
扱
（
ご
み
処
理

施
設
管
理
係
長
）
須
藤
正
彦

係
長
級

▽
ご
み
処
理
施
設
ご
み
焼
却

係
長
（
埋
立
処
理
係
長
）
佐
藤

浩
樹
▽
埋
立
処
理
係
主
査
（
ご

み
処
理
施
設
管
理
係
主
査
）
長

谷
川
淳

主
任
主
事
級

▽
事
務
局
付
主
任
主
事
（
市

総
務
課
付
主
任
主
事
）
中
田
和

道副
主
任
技
能
主
事
級

▽
ご
み
処
理
施
設
管
理
係
副

主
任
技
能
技
師
（
同
施
設
ご
み

焼
却
係
副
主
任
技
能
技
師
）
荒

谷
賢
一

退
職▽

中
村
永
一
（
ご
み
処
理
施

設
主
幹
・
ご
み
焼
却
係
長
事
務

取
扱
）
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児童扶養手当や特別児童扶養手当、障害児福祉
手当などの福祉手当は、４月から下表のとおり改
定になりました。
※	▽児童扶養手当・特別児童扶養手当＝市福祉総
務課こども未来係☎52－2111内線515・516▽
障害児福祉手当・特別障害者手当・経過的福祉
手当＝同課障がい福祉係☎同内線513・514

美郷こども園（Ｍ）・アリス保育園（Ａ）・中郷こ
ども園（Ｎ）・あけぼのこども園（Ａ）の４園は、ス
ポカルイン黒石の親子アリーナで「ま〜なひろば」
を次のとおり開設していますので、ぜひご利用く
ださい。
また、市子育てひろば連絡協議会では、子育て

情報誌『ま〜な』23号を発行しましたので、ぜひ
ごらんください。
時	毎週木・金曜日の午前９時〜午後０時30分
◎	第３木曜日は、午後０時30分から２時まで育児
相談を行っています。

場	スポカルイン黒石２階親子アリーナ
※	同協議会事務局（あけぼのこども園）☎53－
1992

国
は
、
９
月
か
ら
「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
」
を
活
用
し
た
消
費

活
性
化
策
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
チ
ャ
ー
ジ
や

買
い
物
を
す
る
と
、
国
か
ら

チ
ャ
ー
ジ
額
ま
た
は
購
入
額
の

中
南
地
域
県
民
局
は
、管
内

の
７
市
町
村（
弘
前
市
・
黒
石

市・平
川
市・藤
崎
町・大
鰐
町・

田
舎
館
村
・
西
目
屋
村
）を「
古

津
軽（
こ
つ
が
る
）」と
命
名
し
、

30
代
前
後
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
誘
客
と
ブ
ラ
ン
ド
化

25
㌫
の
ポ
イ
ン
ト
（
上
限
５
０

０
０
円
分
）が
付
与
さ
れ
ま
す
。

付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
店
舗
等
で
、

「
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
」と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
利
用
に
は

８
月
31
日（
月
）ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約（
マ
イ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

古
津
軽
に
は
、中
世
か
ら
近

代
を
中
心
に
花
開
い
た
祭
り
や

信
仰
、芸
能
、食
文
化
な
ど
、田

舎
ら
し
い
素
朴
な
風
景
が
広
が

り
、昔
ば
な
し
の
世
界
観
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、古
津
軽
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.ko	

tsugaru.com
/

）で
紹
介
し
て

い
ま
す
。小
さ
な
物
語
が
今
も

生
き
て
い
る
古
津
軽
を
訪
ね
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※	

同
局
地
域
連
携
部
☎
32
－
２

４
０
７

キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定
）が
必
要
で
す
。

予
約
方
法

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
専
用
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
て
予
約
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
な
い
人
は
、
市
役
所
１
階

玄
関
ホ
ー
ル
に
設
置
し
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
か
ら
予
約
で
き
ま
す

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
）。

※	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
－
95

－
０
１
７
８
（
自
動
音
声
案

内
「
５
番
」
を
選
択
）

「ま 〜 な ひ ろ ば」を
ご 利 用 く だ さ い

福祉手当が改定されました

区 分 改正前（円） 改正後（円）

児
童
扶
養
手
当

基本額
全部支給 42,910 43,160

一部支給 42,900〜
10,120

43,150〜
10,180

第2子
加算

全部支給 10,140 10,190

一部支給 10,130〜
5,070

10,180〜
5,100

第3子
以降加算

全部支給 6,080 6,110

一部支給 6,070〜
3,040

6,100〜
3,060

特 別 児 童
扶 養 手 当

１級 52,200 52,500

２級 34,770 34,970

障害児福祉手当 14,790 14,880

特別障害者手当 27,200 27,350

経過的福祉手当 14,790 14,880

■福祉手当（月額）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
お
う
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市
は
、
聴
覚
障
害
者
に
対
す

る
理
解
と
知
識
を
深
め
、
手
話

で
伝
え
合
う
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
「
令
和
２

年
度
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
編
・
基
礎
編
）」
を
次
の

と
お
り
開
講
し
ま
す
。

時	

５
月
23
日
〜
12
月
12
日
（
８

月
15
日
、
９
月
26
日
、
11
月

７
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日
）

午
後
１
時
〜
４
時
10
分

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
は
、「
青
森
県
要
約
筆
記
者

養
成
講
座
Ⅰ
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

時	

５
月
10・24・31
日
、６
月
14・

28
日
、７
月
12
・
19
・
26
日
、

８
月
９
・
16
日（
い
ず
れ
も
日

曜
日
）午
前
10
時（
５
月
10
日

の
み
午
前
９
時
45
分
）

場	

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

定	

24
人
（
手
書
き
コ
ー
ス
、
パ

市
教
育
委
員
会
は
、
銀
河
宇

宙
探
検
隊
の
隊
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

対	

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

期	

５
月
16
日
（
土
）
か
ら
年
間

６
回

場	

六
郷
公
民
館
、
星
と
森
の
ロ

マ
ン
ト
ピ
ア
天
文
台「
銀
河
」

―
な
ど

内	
望
遠
鏡
の
使
い
方
、
天
体
観

測
、
星
空
キ
ャ
ン
プ
―
な
ど

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
消

防
本
部
は
、「
危
険
物
取
扱
者
試

験
」
と
「
事
前
講
習
会
」
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

時	

６
月
６
日
（
土
）

場	

弘
前
東
高
等
学
校
（
弘
前
市

川
先
４
－
４
－
１
）

内	

▽
甲
種（
受
験
資
格
必
要
）▽

乙
種（
第
１
〜
６
類
）▽
丙
種

￥	

▽
甲
種
＝
６
６
０
０
円
▽
乙

場	

▽
入
門
編
（
５
月
23
日
〜
８

月
８
日
）
＝
平
川
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
平
川
市
猿
賀

南
田
15
－
１
）▽
基
礎
編（
８

月
22
日
〜
９
月
19
日
）
＝
市

産
業
会
館
▽
基
礎
編
（
10
月

３
日
〜
12
月
12
日
）
山
郷
館

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

（
甲
大
工
町
２
－
２
）

対	

手
話
に
関
心
が
あ
り
、
入
門

編
・
基
礎
編
を
続
け
て
受
講

ソ
コ
ン
コ
ー
ス
各
12
人
）

￥	

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己

負
担
）

申	

同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申

込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
４

月
20
日
（
月
）
必
着
で
持
参

ま
た
は
郵
送

※	

〒
０
３
０
－
０
９
４
４
青
森

市
大
字
筒
井
字
八
ツ
橋
76
－

９
、
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
７

－
７
２
８
－
２
９
２
０

定	

20
人
程
度
（
保
護
者
の
送
迎

が
必
要
）

￥	

１
５
０
０
円
（
保
険
料
、
星

座
早
見
盤
、
懐
中
電
灯
代
）

◎	

昨
年
参
加
し
て
い
る
人
は
１

０
０
０
円
で
す
。

申	

参
加
費
を
添
え
て
、
４
月
27

日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で
に

市
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
み

※	

市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
52
－２
１
１
１
内
線
６
１
６

種
＝
４
６
０
０
円
▽
丙
種
＝

３
７
０
０
円

申	

４
月
20
日
（
月
）
〜
５
月
11

日
（
月
）

◎	

電
子
申
請
の
場
合
は
、４
月

17
日（
金
）〜
５
月
８
日（
金
）

で
す
。（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.shoubo-	

shiken.or.jp/

）か
ら
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

で
き
る
人

￥	

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
３

３
０
０
円
）

申	

市
福
祉
総
務
課
で
配
布
す
る

受
講
申
込
書
に
記
入
の
う
え

持
参
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

み
他	

講
師
＝
黒
石
ろ
う
あ
協
会
会

員
、
県
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
黒
石
班
班
員

※	

市
福
祉
総
務
課
障
が
い
福
祉

係
☎
52
－
２
１

１
１
内
線
５
１

３
・
５
１
４
・

５
１
９

事
前
講
習
会

時	

５
月
14
日（
木
）・15
日（
金
）午
前	

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場	
同
本
部
３
階
大
会
議
室
（
弘

前
市
本
町
２
－
１
）

対	
乙
種
第
４
類
の
受
験
者

￥	

▽
受
講
＝
４
５
０
０
円
（
弘

前
地
区
消
防
防
災
協
会
加
入

事
業
所
は
２
０
０
０
円
）
▽

テ
キ
ス
ト
＝
１
８
０
０
円

申	

４
月
６
日（
月
）〜
26
日（
日
）

に
同
本
部
予
防
課
ま
た
は
管

内
消
防
署
・
分
署
へ

※	

同
本
部
予
防
課
☎
32
－
５
１

０
４

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
事
前
講
習
会
を
実
施

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生
を
募
集

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
を
開
催

銀
河
宇
宙
探
検
隊
隊
員
を
募
集

City topics
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市
・
県
民
税（
普
通
徴
収
）

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

令
和
２
年
度
市
・
県
民
税（
普

通
徴
収
）
第
１
期
と
全
期
前
納

の
口
座
振
替
（
振
替
日
は
６
月

30
日
（
火
））
を
希
望
す
る
人

は
、
５
月
８
日
（
金
）
ま
で
に

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
の
納

税
通
知
書
か
納
付
書
、
預
・
貯

金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参

の
う
え
、
利
用
す
る
金
融
機
関

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

市
収
納
課
納
税
管
理
係
☎
52

－
２
１
１
１
内
線
１
４
３

県
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
税
と

口

座

振

替

制

度

個
人
事
業
税
や
不
動
産
取
得

税
、自
動
車
税
種
別
割
は
納
税

通
知
書
を
持
参
し
、コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

個
人
事
業
税（
定
期
賦
課
分
）

や
法
人
県
民
税
・
事
業
税
（
中

間
申
告
・
確
定
申
告
分
）、
軽
油

引
取
税
、自
動
車
税
種
別
割（
定

期
賦
課
分
）
は
、
便
利
で
安
全
、

確
実
な
口
座
振
替
も
利
用
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎	

自
動
車
税
種
別
割
（
令
和
２

年
度
定
期
賦
課
分
）
は
４
月

30
日
（
木
）
ま
で
の
申
し
込

み
で
す
。

◎	

車
検
の
継
続
検
査
時
、
自
動

車
税
種
別
割
の
納
付
確
認
が

運
輸
支
局
で
電
子
的
に
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
口

座
振
替
済
通
知
書
（
兼
自
動

車
税
種
別
割
納
税
証
明
書
）

は
、
４
月
以
降
振
り
替
え
分

か
ら
送
付
し
ま
せ
ん
。

※	

同
局
県
税
部
納
税
管
理
課
☎

32
－
４
３
４
１
（
直
通
）、
32

－
１
１
３
１（
内
線
２
７
９
）

確
定
申
告
期
限
の
延
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

申
告
所
得
税
や
贈
与
税
、
個
人

事
業
者
の
消
費
税
の
申
告
・
納

付
期
限
が
次
の
と
お
り
延
長
に

な
り
ま
し
た
。

申
告
・
納
付
期
限

▽
申
告
所
得
税
・
復
興
特
別

所
得
税
や
贈
与
税
、
消
費
税
・

地
方
消
費
税
＝
４
月
16
日（
木
）

振
替
納
税
に
よ
る
振
替
納
付
日

▽
申
告
所
得
税
・
復
興
特
別

所
得
税
＝
５
月
15
日
（
金
）
▽

消
費
税
・
地
方
消
費
税
＝
５
月

19
日
（
火
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
税

務
署
で
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
確
定
申
告
会

場
に
出
向
く
こ
と
な
く
、自
宅
等

か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申

告（
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
）が
可
能
で
す
。

※	

黒
石
税
務
署
☎
52
－
４
１
１
１

市
県
民
税
所
得
課
税
証
明
書
の

夜

間
・
休

日

交

付

市
は
、「
市
県
民
税
所
得
課
税

証
明
書
」
を
夜
間
と
休
日
に
交

付
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
本
人
に
限

る
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
。

電
話
で
申
し
込
み
の
う
え
、

開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い

人
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時	

▽
受
付
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）
午

前
８
時
15
分
〜
５
時
▽
交
付

＝
月
〜
金
曜
日
午
後
５
〜
８

時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日（
年

末
年
始
は
除
く
）
午
前
８
時

15
分
〜
午
後
８
時

場	

▽
受
付
＝
市
税
務
課
▽
交
付

＝
市
役
所
地
下
１
階
当
直
室

申	

▽
受
付
＝
申
請
者
本
人
が
市

税
務
課
へ
電
話

他	

▽
受
け
取
り
の
際
の
持
参
物

＝
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許

証
か
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付

き
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
顔
写
真
付
き
）の
い
ず
れ
か

▽
手
数
料
＝
３
０
０
円
（
お

釣
り
が
無
い
よ
う
に
）

※	

市
税
務
課
住
民
税
係
☎
52
－

２
１
１
１
内
線
１
１
１

ご

存

じ

で

す

か

就

学

援

助

制

度

市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
的

理
由
で
就
学
が
困
難
な
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
、
学
用
品
・

給
食
・
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一

部
を
援
助
す
る
「
就
学
援
助
制

度
」
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

対	

▽
生
活
保
護
停
止
か
廃
止
▽

市
民
税
非
課
税
か
減
免
▽
国

民
年
金
保
険
料
全
額
免
除
▽

児
童
扶
養
手
当
受
給
―
な
ど

申	

就
学
援
助
申
請
書
な
ど
を
各

学
校
へ
提
出

※	

市
学
校
教
育
課
学
務
係
☎
52

－
２
１
１
１
内
線
６
０
５
・

６
０
６

お
知
ら
せ

情報のひろば
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「
ひ
と
つ
ず
つ
い
い
ね
！
で
確

認
火
の
用
心
」
を
標
語
に
４
月

13
日
（
月
）
か
ら
19
日
（
日
）

ま
で
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
万
が

一
に
備
え
て
次
の
こ
と
に
注
意

し
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

▽
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
際
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
▽
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン

な
ど
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
防
炎
品
を
使
用
す
る
▽
火
災

を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

山
火
事
に
注
意
を

こ
の
時
期
は
、
１
年
の
う
ち

で
も
っ
と
も
山
火
事
が
発
生
し

ま
す
。
森
林
を
山
火
事
か
ら
守

る
た
め
、
火
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
消

防
本
部
予
防
課
☎
32
－
５
１

０
４
、
黒
石
消
防
署
☎
53
－

１
０
０
０
、
山
形
分
署
54
－

８
３
３
０

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

Ｎ
Ｈ
Ｋ
－
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅（
２

０
２
０
〝
春
の
旅
〟）」
の
青
森

県
で
の
放
送
が
決
定
し
ま
し
た
。

同
番
組
で
は
、
大
切
な
思
い

出
の
場
所
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
番
組
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://nhk.jp/koko	

rotabi

）を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

時	

放
送
予
定
日
…
６
月
29
日

（
月
）
〜
７
月
３
日
（
金
）

申	
５
月
18
日
（
月
）（
必
着
）

※	
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
☎
０
５
７

０
－
０
６
６
－
０
６
６

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

市
緑
化
推
進
協
議
会
は
、
５

月
31
日
（
日
）
ま
で
「
緑
の
募

金
」
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
募
金
は
地
域
や
青
少
年

の
緑
化
活
動
の
推
進
、
森
林
の

整
備
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

期
間
中
、
各
地
区
協
議
会
が

中
心
と
な
り
募
金
活
動
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※	

市
農
林
課
農
地
林
務
係
☎
52

－
２
１
１
１
内
線
６
５
７
・

６
５
６

子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
が

時
間
単
位
で
取
得
可
能

国
の
育
児
・
介
護
休
業
法
施

行
規
則
等
の
改
正
に
よ
り
、
令

和
３
年
１
月
か
ら
育
児
や
介
護

を
行
う
労
働
者
は
、
子
の
看
護

休
暇
や
介
護
休
暇
を
時
間
単
位

で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
事
業
主
は
、
労
働
者
か
ら

の
申
し
出
に
応
じ
希
望
す
る
時

間
数
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

同
休
業
法
で
は
、
育
児
・
介

護
休
業
や
子
の
看
護
休
暇
、
介

護
、
所
定
外
・
時
間
外
労
働
等

の
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、

労
働
者
は
こ
れ
ら
の
制
度
を
利

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※	

青
森
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
☎
０
１
７
－
７
３
４
－

４
２
１
１

春
の
火
災
予
防
運
動

春の全国交通安全運動
4月6日（月）から15日（水）までの10日
間、令和2年「春の交通安全運動」が実施
されます。この運動は、市民一人ひとりに
交通安全思想の普及・浸透を図り、交通
ルールの遵守と正しい交通マナーの実践
を習慣づけるとともに、市民自身による道
路交通環境の改善に向けた取り組みを推
進することにより、交通事故防止の徹底を
図ることを目的とします。期間中は交差
点などで街頭監視活動を行う他、のぼり旗
を設置し交通安全を呼びかけます。
4月10日（金）は「交通事故死ゼロを目
指す日」です。一人ひとりが交通ルールを
守り、交通マナーを実践して事故をなくし
ましょう。

Information
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山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

く
ろ
い
し
は
、資
源
回
収「
は
っ

ぴ
ぃ
エ
コ
プ
ラ
ザ
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

時	

５
月
中
旬
（
予
定
）
〜
11
月

14
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分

場	

ベ
ニ
ー
マ
ー
ト
黒
石
店
店
頭

内
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
、

空
き
缶
、ペ
ッ
ト
、

ボ
ト
ル
、
食
品
ト

レ
イ
、
再
利
用
で

き
る
衣
類
―
な
ど

◎	

回
収
資
源
を
持
参
し
た
人
に

は
同
黒
石
店
で
利
用
可
能
な

グ
リ
ー
ン
券
を
提
供
し
ま
す
。

※	

同
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し
☎
88

－
５
０
１
８

正
調
黒
石
ね
ぷ
た
ば
や
し

講

習

会

受

講

者

（
公
社
）
黒
石
青
年
会
議
所

は
、「
第
52
回
正
調
黒
石
ね
ぷ
た

ば
や
し
講
習
会
」
受
講
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

時	
▽
講
習
会
＝
５
月
９・23・30
日

６
月
６・13
日
▽
検
定
会
＝
①

６
月
20
日
②
同
27
日（
い
ず
れ

も
土
曜
日
、午
後
７
時
か
ら
）

場	

市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー

他	

▽
講
師
＝
正
調
黒
石
ね
ぷ
た

ば
や
し
保
存
会
▽
持
参
品
＝

笛
・
バ
チ
・
鉦か
ね

（
購
入
す
る

場
合
は
、
同
会
議
所
に
問
い

合
わ
せ
を
）、
上
履
き

￥	

受
講
料
１
０
０
０
円

申	

初
回
講
習
会（
随
時
受
付
）終

了
後
に
必
要
書
類
を
配
布
。次	

回
参
加
時
に
受
講
料
を
添
え
て

※	

問
い
合
わ
せ
先
…
同
会
議
所

☎
52
－
３
３
６
９

地
域
資
源
特
派
員

津
軽
広
域
連
合
は
、
津
軽
地

域
の
魅
力
を
写
真
撮
影
し
簡
単

な
レ
ポ
ー
ト
を
投
稿
し
て
も
ら

う
「
地
域
資
源
特
派
員
」
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

津
軽
地
域
に
あ
る
「
ス
テ
キ
な

場
所
や
も
の
」
を
写
真
撮
影
し

て
、
情
報
発
信
し
て
み
ま
せ
ん

か
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

資	

弘
前
市
、
黒
石
市
、
平
川
市
、

藤
崎
町
、
板
柳
町
、
大
鰐
町
、

田
舎
館
村
、
西
目
屋
村
に
居

住
・
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人
申	

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、郵
送
、ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
同
連
合
へ（
申
込
書
は
、

同
連
合
で
配
布
の
他
、同
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

※	

〒
０
３
６
－
８
０
０
３
弘
前

市
大
字
駅
前
町
９
－
20
ヒ
ロ

ロ
３
階
、同
連
合
総
務
課
総

務
企
画
係
☎
31
－
１
２
０
１
、

■http://tsugarukoiki.jp/	

■rengou@
tsugarukoiki.jp

１
０
０
人
ヨ
ガ
教
室

ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
は
「
１

０
０
人
ヨ
ガ
教
室
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

時	

５
月
12・19・26
日
、６
月
２・

９
・
16
・
23
日
、

７
月
７
・
14
・

21
・
28
日
、
８

月
４・18・25
日

（
い
ず
れ
も
火

曜
日
、午
後
７

時
〜
８
時
30
分
）

場	

同
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

定	

小
学
４
年
生
以
上
１
０
０
人

￥	

月
額
２
０
０
０
円

申	

4
月
３
日
（
金
）
午
前
９
時

か
ら
窓
口
ま
た
は
電
話
で
同

館
へ

他	

▽
準
備
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・

タ
オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装

※	

ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
☎
53
－

８
１
１
１

は
っ
ぴ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

イ
ベ
ン
ト

募

集

チ ビ ッ コ 相 談 と
ポムハウスは予約制
新型コロナウイルス感染症予防
のため、「チビッコ相談（西部地
区センター）」と「ポムハウス（松
の湯交流館）」は予約制となりま
した。
日程については『令和２年度黒
石市健康ごよみ』をごらんになる
か、お問い合わせください。
✿�チビッコ相談…午前10時と11時
の2回、各5人（離乳食・育児
相談のみ、試食無し）
✿�ポムハウス…午前10時から午後
3時（1時間毎、各3人まで）
※�市健康推進課市子育て世代包
括支援センター☎52-2111内
線244〜248

４月の乳幼児健診（スポカルイン黒石）

対　象 日　時
（受付開始）

乳　児 令和元年
11・12月生

14日（火）
午後0時15分

１歳６カ月児 平成30年８・９月生
23日（木）
午後0時20分

２歳児 平成29年
８・９月生

15日（水）
午後0時20分

３歳児 平成28年
８・９月生

22日（水）
午後0時15分

※	市健康推進課母子保健係☎52－2111
内線244・245

※	市健康推進課成人保健係☎52－2111
内線246・247

４月の健康教室
日　時 場　所 内容・講師
23日
（木）
13:30

老人福祉
センター

「白内障と緑内障」
田村眼科院長
田村正人先生

昨 年 度 の 様 子

情報のひろば

HPE

広報くろいし・令和２年４月 18



平成31年４月から建設が進められていた紅
屋商事（株）（秦雅秀代表取締役社長）の黒石
IC（インターチェンジ）物流センターが完成
し、竣工式が行われました。
この式には、秦代表取締役社長や髙樋市長

ら約40人が出席。黒石ICロジスティクスク
ロッシング初の物流センターの安全と発展を
祈念しました。

市消防団第２分団境松消防部（米坂昌二部
長）に新しく交付された小型動力消防ポンプ
付き積載車の車両交付式が行われました。
この車両は、車体総重量が3.5㌧未満のた

め、普通運転免許の取得で運転が可能。
米坂部長は、「火事がないことが一番です

が、有事の際は、この車両を活用してみんな
で協力していきたいです」と話しました。

県立黒石高等学校と県立黒石商業高等学校の卒業式が行われました。
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、式次第を簡略化しての実施となりました。
卒業生たちは、堂々と卒業証書を受け取り、３年間通った思い出のある学びやを後にし

ました。

市 消 防 団 に 新 し い
消 防 車 両 を 交 付

黒 石 IC ロ ジ ク ロ 初 の
物 流 セ ン タ ー が 完 成

学 び や か ら 旅 立 ち 　 黒 石 高 校・黒 石 商 業 高 校 で 卒 業 式

２月

26
３月

４

３月

１

話題たくはいびん

広報くろいし・令和２年４月19



市は、「黒石市手話言語条例」を制定し、手話へ
の理解の促進と、手話の普及に取り組んでいます。
今号では「きれい」と「疲れる」の話し方を紹

介します。
手話には左右の決まりはありません。表情を意

識して、皆さんも一緒に話してみましょう！

ろうあ者は・・・
こんなことで困ってます③
聞こえる人との会話が困難ですので、相

手の顔を見ながら、
はっきり口を開けて
ゆっくり話すようにし
ましょう。さらに、身
振りや手話があれば理
解しやすいです。

①きれい

②疲れる

手のひらを合わせ、横に滑らせる

胸のあたりから、両手の指先をだらりと下ろす。

１
館
目

	

国
文
化
財
　
高
橋
家

	
	

（
高
橋
家
住
宅
）

館
長
：
髙
橋 

幸
江
さ
ん

国
指
定
重
要
文
化
財
の「
高
橋
家
」

は
、
代
「々
理
右
衛
門
」を
名
乗
る
商

家
で
、
主
に
米
殻
を
扱
っ
た
こ
と
か

ら
屋
号
を「
米
屋
」と
い
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
通
り
土に

わ間
や
つ
り
上
げ

式
大
戸
、
藩
の
要
人
が
お
忍
び
で
通

っ
た
月
見
の
窓
を
有
す
る
隠
し
部
屋

な
ど
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

中
町
に
面
す
る
道
路
側
に
は
こ
み

せ
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
細
部
に
も

藩
政
時
代
の
面
影
が
残
り
、
非
常
に

貴
重
な
建
造
物
で
す
。

現
在
は
、
14
代
当
主
の
髙
橋
幸
江

さ
ん
が
喫
茶
店
を
営
み
、
晴
れ
た
日

は
隣
接
す
る
庭
園
で
、
八
甲
田
山
系

の
伏
流
水
で
い
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
味

わ
え
ま
す
。

時	

４
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
不
定
休
）

※	

市
観
光
課
ま
ち
そ
だ
て
推
進
係
☎

52
－
２
１
１
１
内
線
６
４
６

「
小
さ
な
ま
ち
か
ど
博
物
館
」に
行
こ
う

古
く
か
ら
の
文
化
・
技
を
伝
え
る
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地域の元気な子供たちの様子を紹介します。
今号は、３月17日の山形地区の子供たちの様子です。

今回は、黒石観光りんご園付近に
生育する珍しい形の樹木を撮影した
一枚です。
「気になる木」として弘前経済新聞
にも取り上げられた不思議な形の樹
木ですが、正体は普通の杉の木で、
樹木上部を残してせん定し、このよ
うな形になったそうです。
周囲に広がるりんご畑から突出し

ている一本杉は、ランドマークにも
なり、見る人によっては「イカ」や
「矢印」などさまざまな形にとらえる
ことができますね。

※�市都市建築課都市計画係（境松庁舎）
☎52－2111内線571

今月の１枚　№47

Vol.1

自由遊びの時間には、折り
紙やドッジボールをして遊ん
でいました。

㈱ローソンから学童保
育施設へおにぎりの無料
配布があり、みんなでお
にぎりを食べました。

く ろ い し あ ず ま し 写 真 館
〜＂黒石のあずましい景観写真＂応募作品を紹介します〜

「山にイカ？」
□撮 影 者	 黒石市民
□撮 影 場 所	 黒石観光りんご園
□撮影年月日	 平成30年５月19日

広報くろいし・令和２年４月21



法
眼
寺
は
、
延
宝
８
（
１
６
８
０
）

年
、
南な

ん
し
ゅ
う
げ
ん
と
ん

宗
元
頓
と
い
う
僧
が
開
い
た

黄お
う
ば
く
し
ゅ
う

檗
宗
の
寺
で
す
。
最
初
は
温
湯
村
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
元
禄
４
（
１
６

９
１
）年
、黒
石
領
３
代
目
・
津
軽
政ま

さ
と
ら兕

の
命
令
で
、
現
在
の
山
形
町
に
移
さ
れ

ま
し
た
。

長
い
歴
史
を
も
つ
法
眼
寺
に
は
、
貴

重
な
文
化
財
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、そ
の
中
か
ら
県
重
宝（
県

の
有
形
文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

本
堂
と
鐘
楼
堂
を
紹
介
し
ま
す
。

本
堂
は
、
寛
保
２
（
１
７
４
２
）
年

の
火
災
や
、
宝
暦
９
（
１
７
５
９
）
年

な
ど
の
地
震
に
よ
り
消
失
し
た
た
め
、

明
和
６
（
１
７
６
９
）
年
に
仮
本
堂
と

し
て
建
立
。
鐘
楼
堂
は
、
延
享
３
（
１

７
４
６
）
年
に
、
黒
石
津
軽
家
ら
の
寄

附
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

本
堂
と
鐘
楼
堂
は
、
県
内
で
も
珍
し

い
唐
風
造
り
の
建
物
で
、
豪
壮
な
構
え

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
建
築
の
特

徴
が
良
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
堂
は
平
成
５
年
、
鐘
楼
堂
は
昭
和
53

年
に
県
重
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

法
眼
寺
は
、「
山
門
」や「
砂す

な
ふ
み
の
ひ

踏
之
碑
」

（
共
に
市
指
定
有
形
文
化
財
）な
ど
も
所

有
し
て
お
り
、
市
の
歴
史
を
知
る
上
で

重
要
な
寺
の
一
つ
で
す
。

※	
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
財
係
☎
52

－
２
１
１
１
内
線
６
２
２

２
月
23
日
、
メ
ル
ボ
ル
ン
で
「
メ
ル

ボ
ル
ン
日
本
夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ク
レ
ア
シ
ド
ニ
ー
事
務
所
は
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
観
光
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出

展
。
私
は
本
県
の
観
光
情
報
の
他
、
本

市
の
温
泉
郷
や
ね
ぷ
た
、
よ
さ
れ
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
に
は
県
内
で
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
し
て
働
い
た
こ
と
の
あ
る
人
が

訪
れ
、
青
森
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
楽

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

メ
ル
ボ
ル
ン
で
は
、
今
年
開
催
さ
れ

る「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
の
関
心

が
非
常
に
高
く
、
観
戦
予
定
の
人
か
ら

日
本
の
お
す
す
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

数
多
く
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
心
配
す
る
人

も
多
く
、
日
本
へ
の
旅
行
を
考
え
て
い

る
人
た
ち
へ
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
地
元
の
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
空
手
の
組
手
や
ス
テ
ー

ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
他
、

た
こ
焼
き
な
ど
日
本
特
有
の
食
品
販
売

ブ
ー
ス
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
メ
ル
ボ

ル
ン
で
も
日
本
へ
の
関
心
度
が
高
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
に
赴
任
し
て
、
早
い
も
の

で
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
で

働
く
の
も
あ
と
１
年
。
残
り
の
期
間
も
、

さ
ら
に
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

引
き
続
き
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
！

会場で披露される空手の組手

法眼寺本堂鐘楼堂

第
一
回　
法
眼
寺（
本
堂・鐘
楼
堂
）

オ

ーストラリ

ア

すぐるの

No.13
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材料（4人分）
ロールパン８個、豆腐（絹）１丁（300ｇ）、コンソメ
小さじ１、ほうれん草80g、コーン（缶）50g、ピザ用
チーズ80g、リーフレタス1枚
作り方
①�ほうれん草はゆでて水気を切り、２㎝長さに切る。
②�ボウルに豆腐とコンソメを入れて泡立て器で滑ら
かになるまで混ぜる。
③�②に①とコーンを加えて混ぜる。
④�パンの表面を切り取り、手で押してポケット状の
くぼみを作る。③を入れチーズをのせてオーブン
トースターで焦げ目がつくまで焼く。
⑤�器にレタス、切り落としたパンと一緒に盛る。

監修：市食生活改善推進員会
1人分栄養量
エネルギー318kcal、たんぱく質15.2g、脂質
13.2g、食塩相当量1.9ｇ

新生活の朝にぴった
り！ヘルシーな豆腐
クリームとチーズの
相性もばっちり！

ヘルシーレシピ㊱
豆腐クリームのパングラタン

食改さ
んの

新着本を市ホームページから検索できますので、ぜひごらんください。
※スポカルイン黒石図書コーナー☎53－2188

一般書「ツナグ	想い人の心得」
� 辻村�深月/著　新潮社

もう一度だけ亡くなったあの人に
会えるとしたら、あなたは何を伝え
ますか？死者との再会をかなえる使
者「ツナグ」。最愛の祖母から歩美
は、使者としての役目を引き継いだ。
7年たち、社会人になった彼の元を訪
れる依頼者たちは、誰にも言えぬ思
いを胸に秘めていた―。

児童書「ぼくはなきました」
� くすのき�しげのり/作　東洋館出版社

参観日に″自分のいい所″を発
表することになったそうた君。考
えても思い出すのはみんなのいい
所ばかり。「僕のいい所ってどん
な所かな」考えますが、見つかり
ません。なきそうになったそうた

君に先生は…？自分のいい所は自分から見えない。で
も、一人ひとりいい所が絶対にあるんだよ、と教えて
くれる絵本です。

「若草物語」
� ルイザ�メイ�オルコット/著　講談社

貧しくも前向きに生きる個性豊か
な４姉妹の成長物語。「希望をもち、
せっせと働くのがわたしたちの主義
だったわね」どんな困難も、４人の
絆があれば乗り切れる！ともに夢を
追い、輝かしい少女時代を過ごした

４人。大人になるにつれ向き合う現実は、時に厳
しく、それぞれの物語を生み出していく。作者が
自身の家族をモチーフに書き上げた自叙伝的小
説。2020年初夏、映画「ストーリー・オブ・マ
イ・ライフ　わたしの若草物語」が公開予定！

お願い
４月１日現在、新型コロナウイルスの感染予
防のため図書コーナーの利用を、次のとおり一
部制限しています。皆さんのご理解とご協力を
お願いします。
◆	利用者は図書の貸し出し・返却のみ。
◆	閲覧コーナーの利用はできません。
◆	立ち読みはご遠慮ください。

- H E A L T H Y 　 R E C I P E -

一口メモ
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リー・ニョクペンさんは、
NPO法人横町十文字まちそだ
て会理事や、市内観光関連事業
者団体「Knock²World」の副
リーダーを務め、インバウンド
観光ツアーの企画や同法人が運
営する「十文字カフェ」のプロ
デュースなど、幅広い地域活性
化活動に尽力しています。
マレーシア出身のリーさんは、

国際人である自身の目線を生か
して、インバウンド観光客が喜
ぶニーズに合った企画を心掛け

ています。そんなリーさんが現
在力を入れていることは、津軽
の漬物作り体験のような、日本
人の何気ない生活を体験できる
ツアーの企画。インバウンド観
光客の、自国では体験できない
文化・習慣に注目しています。
「新型コロナウイルスの影響で
インバウンド観光客は少ないで
すが、黒石の未来に向けて今で
きることを頑張りたいです」と
リーさんは力強く話していまし
た。

リー・ニョクペンさん

「未来に向けて、
 今できることを頑張りたい」

（ちとせ二丁目）

黒石東小学校給食調理場内

導入された新しい機材

黒石東小学校給食調理場内黒石小学校教室棟

黒石小学校玄関

Vol.13

今号から広報紙をリニューアルしました。カラーページや新たなコーナーを設
け、親しみがある広報紙になったと思っています。私は異動となったため、今後
皆さんへ新しい広報紙での情報発信に携われないことが残念ですが、今後も広報
くろいしをご愛読ください！（Ｔ）

編集後記

広
報
く
ろ
い
し
　
２
０
２
０
年
４
月
号
　

 
※

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。




